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はじめに

H31.3.31に利用を終え、現在未利用状態にある青果市場跡地につ

いて、地域課題の改善、地域活性化を目的として何らかの利用方

法を検討すると共に、より効果の高い事業、継続的な賑わい創出、

価値の創造を目指し、行政主導ではなく公民連携により計画の策

定や運営方式の検討を進める運びとなりました。現段階では公設

での施設設置を確定とせず、コンセプトや公募要件等を定めた上

で土地の利活用方法を含めた事業提案を公募にて実施する予定と

なっております。
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青果市場跡地の概要 所 在 地：阿久根市港町１番地 面積：２１９４．７㎡

昔ながらの漁港景観を有する旧港エリアに位置し、南側周辺に市役所や風テラス阿久根などの公共・文化施設
があり、北側・東側周辺には、飲食店や商店街が広がるなど、観光・商業施設及び公共施設が交差結節する位
置にある。

風テラス阿久根

阿久根市役所

青果市場跡地

旧港

飲食店エリア

活用キーワード
「海」を主要なテーマ
「公民連携」で
「稼ぐ力」がある場所
「地域経済循環」拠点
「市民」が集う

Page2



基本構想策定の目的

・コンセプト、ヴィジョンに沿った青果市場跡地の活用促進。

・まちづくり施策、戦略等の促進に寄与できる事業の誘致。

・阿久根の宝である海、自然資源を活用した事業の誘致。

・観光活性化および市民の暮らしの質の向上を叶える事業の誘致 。

・近隣都市公園、旧港施設等と一体的となった事業の誘致 。

・阿久根の市民、事業者が交差、関係する循環型経済促進の拠点

となる事業の誘致。
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観光まちづくり戦略
うみ・まち・にぎわい再生整備基本計画

加速度的に高齢化、人口減少が進む阿久根
市では、商工業、観光、暮らしなど様々な
領域で課題が増加しています。公共施設の
維持管理費もその一つに含まれます。都市
部の商業施設や観光施設の事例が示すよう
に、息の長いにぎわい創出は立地やハード
の新しさだけで作ることが難しくなってお
り、交通体系等都市部より不利な条件を持
つ阿久根市において、にぎわいの創出を考
える場合は他にない特徴を持った施策、戦
略を作る必要があると考えられます。
阿久根市は豊かな自然資源や固有の歴史と
文化、暮らしが残されており、それらが魅
力、誇りになっています。 阿久根市が目指
すまちづくりでは、まずはこうした魅力、
まちの楽しみ方を地域の人々が気づくこと
で、地域の外の人たちを引き寄せる源泉、
にぎわいの素につながると考えられます。 
阿久根市のにぎわいを生むまちづくりの道
しるべとして、ハードとソフトの連携した
良質なプロジェクトが生まれるよう本ヴィ
ジョンを掲げます。

青果市場跡地

観光水産業 暮らし

行政の役割

ヴィジョンの
提示と市民活
動の後援

市民の役割

まち想いとや
る気で賑わい
をつくる

多くの課題を利活用のアイデアとして活かす

行政と市民の共創の力

共創、公民連携の成功体験がより魅力的な町
づくり、継続的な課題解決へ繋がっていく。

－基本構想ヴィジョン－
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地域課題および地域資源の確認

基本構想、利活用案を作成するにあたり、市民参加型ワークショップ、専修大学上平ゼミフィールド

ワークを実施し、本事業に関連すると思われる地域課題、地域資源の可視化を図りました。

・朝食、ランチを食べられるお店が少ない。
・地産の食、文化など食にまつわる地域資源をまだまだ活用出来ていない。
・家族向けの宿泊施設がない。
・釣りに関する市外からの観光客、サーファーなど数値化されていない潜在的観光客がかな
り居そう。（井出釣具店の瀬渡し利用客⇒年間1,000人）

・釣りなど海遊びの前後に地域にお金を落として貰う動線が必要。
・ 近隣飲食店街の事業者の高齢化、店舗数の減少。
・中心市街地に観光客が訪れたくなる場所がない。
・ 若者が他所に自慢できるお店がない。
・ 近隣温浴施設に後継者がいない。
・ ゴミの持ち帰りなど釣り人のマナーが良くない。
・ ペットと入れる飲食店がない。
・ 海、魚、水産業に触れる機会が実は少ない。（担い手不足の一因）

暮らし 水産業 観光 まちづくり種別：
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・商店街の空き店舗は意外に借りることが出来ない。（職住一体のため）
・明るい話題で水産業関係者の担い手不足を止めたい。
・知識、技術など水産業関係者が先生になれる仕掛け、場所が必要。（水産業雇用の促進）
・イベント⇒チャレンジショップ⇒空店舗のような起業を促進する仕組みが必要。
・カヤック、サップなど高松川、旧港付近を利用した観光コンテンツが生まれている。
・番所丘公園はあるがもう少し気軽に子育て世代が楽しめる場所が欲しい。
・うみ・まち・にぎわい再生整備基本計画などこれまで策定された計画、事業との連携、相
乗効果を意識した場所にして欲しい。（概要資料：Page7）

・地域活性化戦略、事業の効果を肌感で感じることが出来ていない。
・乳幼児、高齢者に優しいバリアフリーな公園施設がない。

暮らし 水産業 観光 まちづくり

課題の可視化から見えたこと

青果市場跡地は旧港エリア、中心市街地にある為、観光業だけでなく水産業や商工業、暮らし、

教育など幅広い領域の課題に近い場所、課題が多く集まる場所である。これは課題改善の仕組み、

事業を考える際に一つの事業で複数の領域の課題に同時にアプローチ出来るといったメリットが

あることも示唆している。
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うみ・まち・にぎわい 再生整備基本計画 概要資料

うみ・まち・にぎわい 再生整備基本計画概要 ※関連部分抜粋

市では、阿久根駅周辺、旧港周辺および現在の市民会館周辺を含む中心市街地地区において、交流の拠点づくりや街並みの
整備を進めるとともに共生協働によるまちづくりを展開することにより交流人口を増加させ、にぎわいを創出し本市の活性
化に資するため、阿久根市「うみ・まち・にぎわい」再生整備基本計画を策定しました。
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地域課題、地域資源を活用した利活用アイデア

・専用ゴミ箱、魚が捌ける流しなどの設備や魚買取り、発送などのサービスも提供できる釣
り人のためのおもてなし拠点。

・座学、調理、体験など水族館では出来ない海、魚の楽しみ方を学べる施設。
・定期的な朝市の開催や漁師飯などの朝ごはんを楽しめる公園、施設。
・魚神社、猫神社など特徴的な神社を作り観光の拠点に。（事例：南九州市釜蓋神社）
・サイクルツーリズムの拠点（事例：広島県尾道市ホテルサイクル）
・近隣の飲食店、温浴施設と連携したまちぐるみ旅館
・カヤック、サップなどのブルーツーリズム観光拠点

尾道市のホテルサイクルはサイクルツーリズムを
テーマにしたホテル。ホテル内に自転車の専門店も
併設されている。

南九州市にある釜蓋神社の年間来場者は8万人と推
察されており、近隣の観光経済を支える重要なコン
テンツとなっている。

釣り人向け瀬渡しを行っている事業者は3社程度。
そのうち1社は市外、県外から年間1,000人程度の利
用者があるとのこと。
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青果市場跡地に求められる理念と機能

自然、文化を大事に心も身体も健康になれる

みんなが楽しめる

・市民が使える場所が欲しい
・子育て世代、高齢者、障がい者でも
気軽に、安心して立ち寄れる場所に

・一人でも行きたくなる場所に
・ペットと一緒に行ける場所に

・海遊びの拠点に（シャワーや更衣室）
・芝生やハンモックで休みたい。
・朝ヨガなど朝を楽しめる仕掛けが欲しい。
・バリアフリーでオープンなカフェが欲しい。
・バーベキュースペースが欲しい。

・海、魚について学べる場所に
・漁師さんと一緒にテーブルを囲める場所に
・郷土料理をお母さんと一緒に作れる場所に
・カルチャー、ブルー、グリーンツーリズム
の拠点に
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ヴィジョン・課題・理念・機能から見えた基本構想コンセプト

「まち想いとやりたい気持ちが集まるみんなの公園」
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役割分担と共創イメージ

コンセプトを実現するチームビルディング テーブル⇒青果市場跡地

器、皿⇒建物

料理⇒市民の活動

担当：テーブル
器が映える、置き
たくなる環境づく
り、インフラ整備
などを担当

行政

担当：器
市民の活動が起こ
り易い建物、設備
の設置などを担当

事業者

担当：料理
趣味、特技などの
表現、活動を通し
てにぎわいづくり、
価値づくりを担当

市民

ヴィジョン・課題解決・理念を叶える力

息の長いにぎわい創出や基本構想に示されたコンセプ
トやヴィジョンの実現を叶えるためには、インフラや
ハードの整備とソフトにあたる市民活動を計画段階か
ら切り分けて考えず、それぞれの役割分担を意識しな
がらも共創によって生まれる一体の価値づくりを目指
し、継続的に価値が生まれる仕組み、チームをデザイ
ンすることが重要と考えられます。

行政・事業者・市民が共創でつくる価値

阿久根らしい価値、魅力
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利活用イメージ案１
親子連れで行きたくなる「魚」の公園
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プラン図

旧港
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宿泊施設
※２階

駐車場

共用トイレ

貸し店舗
50～70㎡

子供の丘

芝生広場 魚の学校

店舗A

店舗B

店舗C
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テーマ 親子連れで行きたくなる「魚」の公園

構成 芝生広場・店舗・宿泊施設・共用調理施設・共用トイレ

利用者のイメージ

・子供がかけっこをしたくなる小さな丘がある芝生広場。

・芝生広場では定期的にマルシェや朝市が開催される。

・魚の学校（共用調理施設）は魚の知識、調理の仕方を子供から

大人まで学べる場所。市民だけでなく釣り人も利用できる。

・貸し店舗は寿司店、カフェ、直売所などの入居を想定。店内と

公園が繋がり客席からの眺めも良い。

・２階宿泊施設は近隣ビジネスホテルと競合しないサイクルツー

リズムホテルなど特徴的な宿泊施設をイメージ。

その他

・平日は市民、土日祝は観光客が主な利用者となるイメージ。

利活用イメージ案１概要説明
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旧港側から見た施設外観
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公園部分から建物を見たイメージ
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施設全景のイメージ
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高松川から見た施設外観
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利活用イメージ案２
大きな芝生公園とチャレンジショップヴィレッジ
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プラン図

旧港
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駐車場

貸し店舗
約30㎡

共用トイレ

芝生広場

子供の丘

店舗A

店舗B

店舗C

店舗E店舗D
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テーマ 大きな芝生公園とチャレンジショップヴィレッジ

構成 芝生広場・店舗・共用トイレ

利用者のイメージ

・公園が広く、小さな丘もあり子供やペットが遊びやすい。

・子育て中のお母さんが集まるの憩いの場所に。

・マルシェや朝市が定期的に開催される。

・ブルーツーリズムのおもてなし拠点に。

・ジャムなど小さな商品を作る加工施設等の利用も考えられる。

その他

・託児所が設置出来れば子育て世代の女性が活躍出来る場所に。

・小さな店舗は借り易く、地域の創業を応援する場所に。

・平日は市民、土日祝は観光客が主な利用者となるイメージ。

利活用イメージ案２概要説明
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旧港側から見た施設外観
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公園部分から建物を見たイメージ
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施設全景のイメージ
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高松川から見た施設外観
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ＳＤＧｓイシューマップ
から見える事業の可能性

相互作用、問題を引き起こす構造を
理解することで大きく世界を捉え、
課題解決の糸口が見つけ易くなりま
す。

また一つのアクション、事業がどの
ように作用を及ぼすかをイメージす
ることが出来ます。

例えば、潜在的な観光客である釣り
人のおもてなし施設を作り、その施
設で釣った魚の買取り、調理、釣り
ごみの回収などのサービスが提供さ
れた場合、単なる観光促進という効
果だけでなく、環境保護、食育、ふ
るさと教育、移住定住の促進、雇用
の創出など幅広い地域の課題に作用
を及ぼすことが予想されます。

またさらに、その施設に公園やカ
フェ、託児施設が併設されれば、シ
ングルマザー孤立化の予防や子育て
支援、女性の社会進出支援にも繋
がっていく可能性があります。

雇用の創出

副業の促進

魚食普及

関係人口の増加

起業の促進

海ごみの削減

環境保護

子育て支援

食育

体験型観光促進

スローライフ

孤立化防止

公民連携促進

未利用魚活用

女性活躍促進

青果市場跡地の活用で
アプローチ可能な課題

ふるさと教育
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